































































らに違いありません。でもきっと、この方は純粋に 若い人 意欲ある人がお好きなんじゃないかな、そう伝わっ るお人柄に一瞬で惹かれました。
 
「 どうしても、横石さん木村さんお二人と、一緒に仕事をしたい」 という思いは、幸運
なことに、それからすぐに実現 ました。各地域でのＩＵＪタ ンーや起業
・ 就農を目指す
全国の若者たちを支援する研修事業で、株式会社いろどりが主体となり、モクモク手づく
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りファ ムー、株式会社四万十ドラマ
(高知県
・ 四万十川流域
)
、ＮＰＯ法人素材広場
(福
島県
・ 会津地域
)
の四地域
・ 四団体が連携、私は事業全体の企画
・コーディネートを担当
しました
(内閣府
「 地域社会創造事業
」 平成二二年度～二三年度の二年間実施
)
。
 
 
上勝町で
(後に四地域で連携して
)研修を行うにあたって、私は地域ビジネスの成功に
必要な要素として「 地域ビジネスの二重らせん構造
」 という仮説を提唱し、研修の中心
(
テ マー
)
に据えました。「 二重らせん説
」 とは、『 地域ビジネスに必要な〝システム
 
(仕組み
) 〟
』 と
『 地域をまわす〝気〟
』の二つが、ＤＮＡ構造のらせん階段のように、
複雑に、けれど整然と並び絡み合うことで、その地域全体や地域ビジネスが上手くまわっていく、というものです。
 
『システム』 も
『 気
』 も、両方がしっかりと個々に確立していて、なおかつ絶妙に交じ
り合うことで、相乗効果を生みだします。どちらが弱くても強くても駄目で、その二重らせんをその身体に内包しているのが、日本を代表する地域再生人であり経営者 あるお人ではないか、そう確信しています。本シンポジウム・ 報告書を通して、その一端でもみなさんに感じていただけましたら幸いです。
 
どんな地域にも、どんな組織にも、課題を抱えて日々苦悩
・ 格闘されている人々がいま
す。そうしたみなさんの一助とならんことを、心より願っ 。
